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 環境基準が設定されている、硫黄酸化物、二酸化窒素、一酸化炭素、光化学オキシダント、浮遊粒子状物質、

微小粒子状物質及び関連した物質として一酸化窒素、非メタン炭化水素、メタンを自動観測装置により24時間 

365日測定した常時監視の結果を報告する。 

Ⅰ部 大気環境常時監視 

 項目名 記載概要 

１  大気環境常時監視の概要  

1-1 常時監視測定局の配置図 測定局配置図 

1-2 常時監視測定局の設置状況 平成30年度における常時監視測定局の一覧 

1-3 大気情報管理システム ネットワーク構成図 

1-4 常時監視測定機器の整備状況 市町村別機器整備状況 

1-5 測定方法 大気汚染物質及び気象の測定方法 

1-6 大気汚染に係る環境基準と評価について 環境基準と評価方法 

２ 常時監視測定結果  
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 以下の項目については概ね右記の項目を記載

している。 

 

二酸化硫黄（ＳＯ2） 

二酸化窒素（ＮＯ2） 

一酸化窒素（ＮＯ） 

一酸化炭素（ＣＯ） 

光化学オキシダント（Ｏｘ） 

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

微小粒子状物質（ＰＭ２．５） 

炭化水素（ＮＭＨＣ、ＣＨ４） 

 

 

 

(1) 地理的分布 

(2) 月平均値の経月変化 

(3) 年平均値の経年推移 

(4) 環境基準の達成状況 

(5) 緊急時発令等の状況 

(6) 年平均値等の濃度上位局 

 PM2.5については、成分分析の結果を記載

している。一酸化窒素、炭化水素について

は、環境基準が定められていないため、環境

基準の達成状況は記載していない。非メタン

炭化水素については指針値の達成状況を記

載している。 
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図1-2-1 常時監視測定局配置図 

      図中の測定局名は市町村名を省略。自排局については 

      (車)を省略。地域は光化学スモッグ注意報の発令地域 

      名を示し、区分を太線で示した。 

（一般環境大気測定局） 千葉市役所 

1-1 常時監視測定局の配置図 

常時監視測定局の配置を図1-2-1に示した。地図中の名称は市町名を除いた略名である。 
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１ 大気環境常時監視の概要 
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表1-1 平成30年度における常時監視測定局の一覧(一般局）(1) (表中の地域は光化学スモッグ注意報の発令地域名) 

1-2 常時監視測定局の設置状況 

 平成30年度末現在の県下の常時監視測定局の設置数は、一般環境大気測定局(以下、一般局）100局(30市５町)、自動車

排出ガス測定局(以下、自排局とし、局名の後ろに(車)と表記）27局(16市)の合計127局(うち県設置局39局)である。なお、鎌ヶ

谷初富 (車)局は休止中。 
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流山平和台の微小粒子状物質測定器は県設置機器。 

君津久保局の日射計、雨量計は君津市設置機器。 

千葉市の測定局名は環境省が行っている属性調査における測定局名 

測定項目欄の○等の後の数字は測定方法コードを表す。 
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表1-1 平成30年度における常時監視測定局の一覧(一般局）(2) (表中の地域は光化学スモッグ注意報の発令地域名) 

表1-2 平成30年度における常時監視測定局の一覧(自排局） (表中の地域は光化学スモッグ注意報の発令地域名) 
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